
                              平成 20 年 12 月 12 日 

                              大王製紙株式会社 

 

 

排出量取引の国内統合市場の試行的実施への参加について 

 

当社は、政府が募集する｢排出量取引の国内統合市場の試行的実施｣に参加する

こととし、12 月 11 日(木) 経済産業省に参加申請書を提出しました。 

 

＜当社の申請概要＞ 

1.目標年度：2008 年度～2010 年度の 3ヵ年 

2.削減目標：2008 年度 1.183t-CO2/紙ﾄﾝ（1990 年度実績対比 29.6％削減） 

      2009 年度 1.172t-CO2/紙ﾄﾝ（    〃      30.3％削減） 

      2010 年度 1.153t-CO2/紙ﾄﾝ（    〃    31.4％削減） 

 

当社は、これまで地球環境保全の目標並びに自主行動計画を前倒しで達成する

ため、地球環境保全に資する活動に積極的に取り組んできました。CO2排出原単位

削減においては、木質燃料や RPF（紙およびプラスチックを原料とした高カロリ

ーの固形燃料）をはじめとしたﾊﾞｲｵﾏｽ燃料の燃焼技術開発のほか、黒液（化学パ

ルプを製造する過程で発生する廃液）を燃料とする回収ボイラーの効率改善にも

取り組むことで、化石燃料から非化石燃料であるﾊﾞｲｵﾏｽ燃料への転換を進めてい

ます。 

これらの取り組みを着実に実施するとともに、今回、試行的実施への参加を通

じ、化石ｴﾈﾙｷﾞｰ起源 CO2 排出原単位のさらなる削減に向けて最大限努力して参り

ます。 

以上 

 

                


